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1. はじめに 
現在，多くの大学では LMS(Learning Manage- 

ment System)を全学的に導入し，LMS を活用した

教育学習支援活動が積極的に行われている． 
LMS の１つである Moodle[1]は小テストモジュ

ールが標準で組み込まれているため，教師は○×
問題や多肢選択問題などを作成して，学生に回

答させることで学習支援として活用できる．こ

の小テストモジュールには「到達した評点の範

囲に関する学生数の棒グラフ」を表示する機能

が標準で備わっている．この機能は，教師が学

生全体の学習状況を把握するために役立ってい

る．本論文では「学生の問題の誤りパターンを

発見し，教師が学生への効果的な指導方法を見

出すための支援ツールを開発する」ことを目的

としている．目的を達成するための方法として，

標準の棒グラフ表示機能を変更して，各学生の

問題ごとの評点を折れ線グラフ表示で可視化す

る機能を開発したので報告する． 
 
2. Moodle の小テストモジュール 

Moodle の小テストモジュールは，計算問題・

説明問題・作文問題・組み合わせ問題・穴埋め

問題・多肢選択問題・記述問題・数値問題・ラ

ンダム記述組み合わせ問題・○/×問題がある．作

文問題のような文章を読んで採点する問題を除

いては，自動で採点されるため，学生の正誤が

すぐに教師にフィードバックされる仕組みであ

る．実際には，小テストの受験結果が評点の一

覧表として示され（図 1a），その下に到達した

評点ごとの人数が棒グラフで表示されている

（図 1b）． 
 

 

 
 

図 1a 評点の一覧表 
 
 

 
 

図 1b 棒グラフ表示機能 
 

棒グラフ表示機能は，学生全体の学習状況を

簡単に把握することができることが特長であり，

各学生の詳細な学習状況を把握することはでき

ない．現状では，各学生の問題ごとの評点は一

覧表で示されているため，これらを一つ一つ確

認すれば各学生の学習状況を把握することは可

能であるが，膨大な時間がかかる．よって，毎

回の授業で学生への指導を見直していくために

は，短時間で何らかの法則性を見出すことが重

要である．そこで各学生の問題ごとの評点を折

れ線グラフ表示で可視化する機能を開発するこ

とにより，一目で学生の学習状況（問題の誤り

パターンなど）を発見することが容易となる． 
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図 2 折れ線グラフ表示機能のモデル 

 
3. グラフを用いた教育評価支援ツールの開発 
3.1. 設計 

Moodle の小テストモジュールを活用して，各

学生の小テストの評点情報を，折れ線グラフで

表示する機能のモデルを図 2 に示す．標準機能

と開発機能の比較について表 1 に示す．開発機

能では，学生一人ひとりの状況がわかるように

折れ線グラフを用いて可視化する． 
 

表 1 標準機能と開発機能の比較 
 標準機能 開発機能 

内容 学生全体の評点

ごとの人数 
各学生の問題

ごとの評点 
グラフ表示 棒グラフ 折れ線グラフ 
メリット 学生全体の状況

を知るのに役立

つ 

学生一人 
ひとりの状況

がわかる 
デメリット 学生一人 

ひとりの状況が

わからない 

学生が多くな

るとわかりづ

らい 
 
3.2. 折れ線グラフ表示機能 

Moodle のモジュールを開発するために，新規

にモジュールを作成する方法ではなく，既存の

小テストモジュールを変更する方法で開発する[2]．

具体的には，折れ線グラフ表示に必要なデータ

のモデル，折れ線グラフを表示するビューのモ

デルを開発した．図 3 は折れ線グラフ表示機能

の画面である．横軸が問題で，縦軸が評点であ

り，1 つの折れ線グラフが 1 人の学生に対応して

いる．各学生の問題ごとの評点に加え，問題ご

との平均値も表示されている．これにより，一

目で評点が低い問題と学生を発見できる． 
3.3 開発環境 
オープンソースツールの XAMPP[3]を使って

Moodle の開発環境を構築した[4]．Moodle1.9.19 を

インストールして，標準の小テストモジュール

を活用して，折れ線グラフ表示機能を追加した． 

 
図 3 折れ線グラフ表示機能 

 
4. おわりに 
本論文では「学生の問題の誤りパターンを発

見し，教師が学生への効果的な指導方法を見出

すための支援ツールを開発する」ことを目的と

して，各学生の問題ごとの評点を折れ線グラフ

表示で可視化する機能を開発した．今後は，折

れ線グラフ表示機能についての有効性を検証す

る．さらに統計的パターン認識やクラスタ分析

などを用いて評点情報を可視化する機能を取り

入れたいと考えている． 
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